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走査電子顕微鏡で 観察 した 4種の 住家性 ゴ キブ リの 触角
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　ゴキブ リは 人間と同様に
， 外界 か らの 刺激を感

じ取 る 感覚器 を多数 も っ て い る 。
こ れ ら の感覚器

は 外界か ら得 た 各種 の 情報を神経刺激 に 変換 し，

脳や胸腹部 の 神経節で 構成 され る 神経中枢 に伝達

す る役割を果 たす。ゴ キブリの 感覚器は体 の 全体

に 分布 され て い る が，最 も密集 し て い る の は触角

で ある。外界か ら の 刺激の うち ， 触覚，臭覚，圧

力，聴覚な ど に 関 す る情報の 多 く は 触角 に 分布 し

て い る各種の 感覚器 を通 じて ，受容され るの で あ

る 。

　著者は走査電子顕微鏡 を用 い て
， 本邦 に 広 く生

息 して い る 4 種 の 住家性 ゴキブ リ （ク ロ ゴキブ リ

PeriPlaneta．配 忽πo覦 ； ワ モ ン ゴ キ ブ リ Peri−

Planetaα〃Z顔 6砌 α ； ヤ マ ト ゴ キ ブ リ P厩 ♪伽 θ如

jaPonica；チ ャ バ ネゴ キブ リ Blatte　germanica ）の

成虫の 触角 を詳 し く観察 し た の で ，こ こ で ，各種

の 感覚器 を含む触角の 微細形態お よび種や性 に よ

る い くつ か の 形態上 の 相違 点 に つ い て報告す る 。

本 観察 結果 が ゴ キ ブ リ研 究者 だ け で は な く
，

PCO 関係者お よ び昆 虫 に 興味 をもつ 方 々 に 役立

て ば幸 い で ある。

　 ゴ キ ブ リ は ゴ キ ブ リ 目に 属す る 不完全 変態の 昆

虫 で ，幼虫 ・成 虫 と も頭部に 2 本 の 長 い 触角 を

もっ て い る 。 本研究に用 い た 4 種の ゴキブリはそ

の 触角が柄節，梗節お よび 50〜60の 鞭節で 構成 さ

れ て い る が，著者は本報 で は形態的特徴か ら，基

部か ら15節ま で を下部 ，
16節

一40節を中部 ，
41節

か ら 先端 まで を上部と して 便宜 的に 分 け た。も ち

ろ ん，種 に よ っ て，節数や位置 な ど が若干前後 に

ずれ る こ とはあ る 。
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　図 1
，
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，
4 はそれぞれ ク ロ ゴ キブリ ， ワ

モ ン ゴ キブ リ
， ヤ マ トゴ キブ リ，

チ ャ バ ネ ゴ キ ブ

リ成虫 の 触角着生部 の 写真で あ る e
一

般に ，頭部

と繋が る 触角の 第 1 節を柄 節 （Scape）， 第 2 節

を梗節 （Pedicel），第 3 節か ら ．ヒ方の 節は す べ て

鞭節 （Flagellum）と呼ば れ て い る 。写 真で は
，

ゴ キブ リは頭部と触角の柄節 お よび柄節と梗節と

の 問 の 関節部 が 折 り た た ま れ た膜 に よ っ て 連結 さ

れ て い る こ とが は っ き り と見 ら れ る 。
こ の膜の た

め に
， 触角は 頭部と柄節お よび柄節 と梗節の 関節

部で．．卜下前後 に 自在 に 動 く こ とが で き る 。しか し，

第 1鞭節以上の 各鞭節の関節部に は こ の よ うな折

畳 み の 膜がな い の で ， 可動 の 範囲 が制限 され て い

る 。

　ゴ キブリの 種類お よびオ ス ，メ ス の 性 に よ っ て，

柄節，梗節お よび第 1鞭節の長 さ は 異 な る 。そ の

相違 は表 1 に 示 した と お り で あ る 。柄節は触角 の

節 の な か で
一．．
番 長 く，ゴ キブ リの 体長 が大き い 種

類ほ ど柄節 も長 い 。 ま た
， 同 じ種類 で も メ ス が オ

ス よ り や や長 い 。一方 ， ヤ マ トゴ キ ブ リは 柄 節と

梗節 の 長 さ の 比が 1．9〜2．1で ， 他 の 3 種 は 2．　1〜

2．4で あ る 。ク ロ ゴ キブ リ ，
ワ モ ン ゴ キ ブ リ ，

チ ャ

バ ネ ゴ キブ リおよびヤ マ トゴ キブ リの メ ス は触角

の 第 1鞭節 の 長 さが ほか の 鞭節 の 4 − 5 倍 もあ

り，梗節 よ りも長い の で ，非常に 目立つ （図 1
，

2
，

4 ｝。し か し，オ ス は 第 1鞭節の 長 さ が ほ か

の 鞭 節 の 2 − 3 倍程 度 で ， 梗 節 の 長 さと同 じか短

い （図 3 ）。

　 ゴキブ リの 触角 に ぽ 3種類の感覚器 が 発見さ れ

た 。 そ の 個数が最 も多い の は主 に 臭覚や味覚を感

受す る 短毛状感覚器 （Sensillum　trichodeum ）で

あ る。短毛状感 覚器 は長 さが 3 〜20μ m の 毛状突

起で ，先端が丸 く な っ て 開口 し て お e［｝，数個 の 神
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図 1　 ク ロ ゴ キ プ リの 頭部 （雌 ，
X40 ） 図 3　ヤ マ トゴ キ ブ リの 頭部 雌 ，× 40）

図 2 　ワ モ ン ゴ キブ リの 頭部 〔雌，× 40）　　　　　　 図 4 　チ ャ バ ネゴ キブリの 頭部 （雌，× 40）

　　　　　　　表 1　ゴ キ ブ リ成虫 に お け る 触角 の 柄節 ， 梗節 お よ び 第 1 鞭節 の 長 さ

ゴ キ ブ リ樟 性別 柄節 （μ m ）
．．
梗節 （μ m ） 第 1鞭節 （μm ）
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図 5　 触角下部 〔ク ロ ゴキブ リ雌，× 200）

　　　剛 毛 が 1節 ユ列状 に 水平 に 着生 し て，短 毛 は な

　　　 い ．節間部 に 狭 い 環状突起 が あ る。

図 6　触角下部 （ヤ マ トゴ キブ リ雄，× 200）

　　　剛毛 が 不規則 に 着生 して お り，短毛 が 多数あ る。

　　　節間部 に 狭 い 環状突起 が あ る 。

図 7　触角下部 の 剛毛 （チ ャ バ ネゴ キブ リ雌，× 1000）

　　　剛 毛が ソ ケ ッ ト細胞 に 差 し込 ま れ た 形 状 に な っ

　　　てい る．鞭節表面に 鱗状構造 が な い 。節間部 に

　　　突起が な い 。

図 8　触 角 ド部 の 短 毛 （ヤ マ トゴ キ ブ リ雄 ，
× 1000）

　　　鞭 節 表 面 に 鱗 状 構造 が な い 。短 毛 が 多数 あ り
，

　　　節間部 に 狭 い 環状突起 が あ る 。

図 9　触角中部鞭節 （ワ モ ン ゴ キブ リ，× 1000）

　　　剛 毛 と短毛 が 多数着生 して お り，鱗状構造 が 発

　　　達 して，鱗片 と前縁に鋭 い 突起 が な い 。

図10　触角中部鞭節 （チ ャ バ ネゴ キ ブ リ，× 1000 ）

　　　剛 毛 と 短 毛 が 多数 あ り，鐘 状感 覚器 が 着生 して

　　　い る 。鱗状構造 が 発 達 して お り，鱗片 の 前縁 に

　　　鋭 い 突起 が あ る ．
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図 11 短 毛 （ク ロ ゴ キ ブ リ，× 5000 ｝

　　　短毛の 着生位置 は左右両鱗片 の 結合部で あ る。

　　　鱗片の 前縁 に 鋭い 突起が な い
ひ

図 13　触角上 部鞭節 （ク ロ ゴ キブ リ，X1000 ）

　　　鱗片構造が 非常 に 発達 し て お り，剛毛 や 短毛 は

　　　や や少な い 。

図 12　短 毛 （チ ャ バ ネゴ キプ リ，× 10000）

　　　短 毛 の 着生 位置 は鱗片 の 中央部 で ある 。短毛の

　　　先端 は開 口 して い る 。 鱗片 の 前縁 に 鋭 い 突起が

　　　ある。

図14　触角最先端鞭節 （チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ，× IOOO）

　　　表皮細胞 の 発 育 が 不 完全 で，表 面が 凸凹 し て い

　　　る。

写真中の 記号説明 C ：複 眼 Compound 　eye ；0 ： 単

眼 Ocellus ；S ：触角柄節 Scape

； P ：触角梗節 Pedicel ；Ff ：第

ユ 鞭節 Fi・・ t　fl・gel1Uln ；Sc ： 岡1亅

毛感 覚 器 SenstUum 　 chaeticum ；

St ： 短 毛 状 感 覚 器 Sensillum
trichodeum ； Cs ：鐘 状 感 覚 器

Campanif・ rm 　sensillum
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経細胞 の 樹状突起が こ の 毛の 中を通 っ て 開口 部ま

で達 してお り，にお い や味を感 受す る役割を果た

し て い る （図 11
，

12）。次 い で 多 い の は触覚 を感

受す る 剛毛感覚器 （Sensillum　chaeticum ＞で あ る。

岡lj毛感覚器 は 長 さが 50〜200μ m の 太 い 毛 で
， 基

部 は ソ ケ ッ ト紹胞 に差 し込 まれ て お り，可動 関節

とな っ て い る （図 5
，
7 ）v こ の 毛の 基部に神経細

胞 の 末端 で あ る樹状突起 の 先端が 1 本接 し て お

り，毛 の 動 きを感 受す る 。 ま た ，ひ ずみ や 圧力の

変 化 を 感 受 す る 鐘 状 感 覚 器 （Campaniform

sensilLum ）も存在 し て い る （図 10）。 こ の 3 種 の

感覚器の分布状態は ゴ キ ブ リの 種 に よ っ て 異な る

が ， 同種 の ゴ キブ リで も触角の 部位に よ っ てそ の

着生位置 や個数は 異なる。

　触角の
’
ド部で は，ク ロ ゴキブ リ，ワ モ ン ゴ キ ブ

リ ， ヤ マ トゴ キブ リお よ び チ ャ バ ネゴキ ブ リの メ

ス は 下部 の 鞭節 に 臭覚な どを感受す る短毛は着生

して お ら ず，触角 を感受す る 剛毛が 第 1 鞭節 を除

い て ，下部鞭節 の 中間やや一．ヒの 部位に 1 節 1列状

に 水平 に 着 生 し て い て ，そ の 数 はk〈j　6　− 10本／ 節

で あ る （図 5 ）。 こ れ に 対 し て ， ク ロ ゴ キ ブリ，

ワモ ン ゴ キ ブ リお よびチ ャ バ ネゴキブ リの オ ス で

は触角 ド部 の 鞭節 に も短毛が着生 して い る。ヤ マ

トゴキブ リの オ ス は触角下部 の 鞭節に 短 毛 が多数

着生 し て お り，剛毛の数 は やや多 く ， 10〜20本／

節 で ，鞭節 に 着生す る位置 も不規則で あ る （図 6
，

8 ）。な お， 4 種 の ゴ キブ リで は触角下部の 鞭節

に鐘状感覚器 は ほ とんど発見 され て い な い 。

　ま た ， 4 種 の ゴ キ ブ リとも触 角 ド部 の 鞭節に表

皮細胞 の 表面が突起 し て お らず ， 鱗片状の 構造 は

見 ら れ な い 。ク ロ ゴ キ ブ リ， ワ モ ン ゴ キブ リ，ヤ

マ トゴ キブ リは触角下部の鞭節 と鞭節 の 節間 の 中

央部 に狭 い 環状突起があ るが （図 5
，
8），チ ャ バ

ネ ゴ キ ブリ で は節悶 に は環状突起 は 見 られ な い

（図 7 ）。

　触角中部の 鞭節で は，表皮細胞 の 表面が発達 し

て お り ， 鞭節の 表面は鱗片状構造 を成 して い る。

臭覚な ど を感受す る短毛お よび触覚を感受す る剛

毛 も多数着生 し て い る 。 剛毛の 本数は， 1 節あ た

り に ク ロ ゴキブ リで は 40〜se本，ワ モ ン ゴキブ リ

は 60〜80本，ヤマ トゴ キブ リは30〜40本 ，
チ ャ バ

ネ ゴ キブ リは20〜30本で あ る。短 毛 の 数 は剛毛 よ

り 3 − 4倍 も多 い
。

こ れ ら の 毛状感覚器 の 着生位

置は ゴ キ ブリの 種 に よ っ て 異な る 。 ク ロ ゴ キブ リ

とヤマ トゴ キブ リで は ，毛状感覚器は左右両麟片

の 結合部 に着生 して い る （図 11）の に 対 して
，

ワ

モ ン ゴ キブ リとチ ャ バ ネゴ キブ リで は毛状感覚器

の 着生部位は鱗片 の 中央で ある（図12）。 また ， チ ャ

バ ネゴキブ リは表皮 の 鱗片 の 前縁 に 鋭 い 刺状突起

が あ る が （図 12），ほ か の 3種 の ゴ キブ リは そ の

よ うな刺状突起 は見 られな い （図 ll）。 鐘 状感覚

器 は鞭節 の 上
， 中部に散在 し て い る （図 10）。

　触角上部の 形態 は 中部 と似て い る が
， 鞭節が 中

部 の 鞭節 よ り やや長 く，表皮に覆 われ て い る鱗片

状構造が 非常 に 発達 して お り， 鱗片が 大型 に な っ

て い る （図 13｝。剛 毛 の 本数 は中部 とほぼ 同 じで

あ る が，短毛の数 は若干多 く な る 。

一方，触角最

先端 の 1 〜2 節0）鞭節は 表皮細胞 の 発育が 不完全

で
， 表面が で こ ぼ こ して お り， 剛毛や短毛感覚器

の 個数 も少な い （図14）。 通常 ， 先 端の 鞭節 は 脱

落 し やす い の で ，こ の ような完全 な状態 はなかな

か 見 られ な い 。

　本稿 を ご校閲くだ さっ た翩文化財虫害研究所 の

山野勝次博士 に厚 く御礼申 し あ げ る 。
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